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概 要 

 当部では、多様な病原細菌に対する菌種内多様性の解

析、病原機構の解明、新規検査法の開発に関する研究を

を行ってきている。また、肺炎球菌ワクチン、7 価肺炎

球菌コンジュゲートワクチン、13 価肺炎球菌コンジュゲ

ートワクチンの検定検査、4 価髄膜炎菌コンジュゲート

ワクチンの承認前検査、梅毒体外診断薬の承認前試験を

担当するとともに、多様な病原細菌に対する行政検査あ

るいは依頼検査、レファレンス活動、病原体サーベイラ

ンスに係る業務を担当した。 

 感染症法の発生動向調査において H25 4 月より、侵襲

性肺炎球菌感染症が加わり、さらに髄膜炎菌感染症に関

しては髄膜炎のみから、血流感染症を加えた侵襲性髄膜

炎菌感染症に修正された。これにより、侵襲性肺炎球菌

感染症の実態と、髄膜炎よりも時に重篤な経過を示す敗

血症性髄膜炎菌感染症の実態把握が可能となった。両感

染症は一部の血清型に関してはワクチンによる予防も可

能であることから、血清型別に関して感染研の果たす役

割が増す。肺炎球菌に関しては、7 価ワクチンに含まれ

ない多糖体からなる莢膜を産生する肺炎球菌、特に 19A

型、による侵襲性感染症の増加してきた。19A 型多糖を

含む１３価ワクチンが H25 年に導入されたため、19A 型

肺炎球菌侵襲性感染症の減少が期待されると同時に、他

の血清型による症例が増加することが危惧される。今後

も原因菌株の動向を注視する必要がある。髄膜炎菌感染

症に関しても、症例数は欧米諸国に比べ少ないことが再

確認されるとともに、死亡症例がこれまでより多いこと

が示された。 

 ボレリア感染症に関し、新興回帰熱感染例の遡及調査

をライム病／ライム病疑い患者血清を用いて行なった結

果、国内において新興回帰熱（ボレリア・ミヤモトイ感

染症）が潜在することを示した。 

 腸管出血性大腸菌感染症の制御が困難な現状において、

分離株間の同一性解析、さらには過去に分離された菌株

との比較解析等、地方自治体からの要請が増している。

特に、地方自治体の検査機関において IS-printing によ

る迅速な型別が普及してきた現状で、さらに詳細な型別

を迅速に実施することが重要となってきた。また、血清

群 O157 以外の血清群の EHEC を含む溶血性尿毒症症候群

の原因菌の同定のための検査系の開発および普及が重要

な課題であり、精力的に進められた。 

 H25 年にはわが国においても Borrelia muyamotoii に

よる回帰熱症例があることが明らかにされ、病原体診断

法の確立と、レトロスペクティブな解析が実施され、本

感染症の実態把握が進められた。また、病原体保有マダ

ニの調査も進められリスク評価の基盤が確立しつつある。 

 劇症型溶血性連鎖球菌感染症、レジオネラ症、腸管出

血性大腸菌感染症に関するレファレンス活動が進められ

た。薬剤耐性淋菌に関するサーベイランス等も進められ、

感染症対策における基盤的情報の蓄積が進められている。 

 その他研究面においては、六室から構成される細菌第

一部の各室が担当する細菌（腸管出血性大腸菌、サルモ

ネラ、赤痢菌、腸チフス菌、ビブリオ等の腸管感染症原

因菌、レジオネラ、レンサ球菌、肺炎球菌、ボレリア、

髄膜炎菌、レプトスピラ、淋菌、梅毒スピロヘータ、口

腔細菌等）の検査法の開発、分子疫学的手法の確立とそ

の応用、薬剤耐性菌の疫学・耐性機序の解明、病原性因

子の発現制御、菌と宿主との相互作用および感染過程の

分子機構の解明を目指した研究を従来に引き続いて行っ

た。 

 所内各部との共同研究、さらには地方衛生研究所、国

内、国外（ベトナム、台湾、インド、フィリピン、スリ

ランカ、中国、ラオス等）の研究機関との連携、共同研

究も積極的に行なわれた。これらの共同研究や技術支援

等でこれらの連携は当部の機能強化のために必須であり、

さらなる協力体制を築いていく方向で進めていくことが

重要である。 

 なお平成 25 年７月に寺嶋淳第一室長が、国立医薬品食

品衛生研究所 部長として転任した。また、平成 25 年 4

月より石嶋希が任期付研究員として着任し、サルモネラ

ならびに腸管出血性大腸菌の病原機構解明に関する研究

に着手している。 
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業 績  

調査・研究  

Ⅰ．腸管感染症に関する研究 

1. 腸管出血性大腸菌：EHEC（志賀毒素産生性大腸菌：

STEC）に関する研究 

(1) 菌株の多様性解析と病原機構に関する研究 

ア 血清型別 

平成 25 年に送付された STEC は総計 3,348 株で、この

うち、ヒト由来の 3,282 株について分離頻度の高い O 血

清群（分離数 10 以上のもの）は順に、O157（約 53.1%）, 

O26（約 24.6%）, O111（約 5.2%）, O103（約 4.2%）, O121

（約 3.6%）, O145（約 3.5%）, O91（約 1.1%）, O156（約

0.4%）, O55（約 0.4%）, O165（約 0.3％）となった。そ

の他の O 群（118 株：約 3.6%）は少なくとも 42 種類の

O 血清群に分類された [伊豫田淳、高井信子、佐藤人美、

石原朋子、寺嶋淳[国立医食衛研]、大西真]。 

 

イ 健常者糞便由来 STEC の病原性因子の解析 

 健常者から分離されるSTECの特徴を解析する目的で、

業態者検便から分離された400株（検出率0.08%）の志賀

毒素遺伝子（stx1 stx2）および接着遺伝子（eae、saa）の

保有状況を調べた。志賀毒素遺伝子を調べた結果、202

株がstx1単独保有株、160株がstx2単独保有株、38株がstx1 

stx2保有株であった。接着遺伝子を調べた結果、eae保有

株が55株、eae非保有株に特異的に存在するsaa保有株が

125株、いずれの接着遺伝子を保有しない株は220株であ

った。［石原朋子、伊豫田淳、佐藤人美、佐藤寿夫（日

本微生物研究所）、大西真］ 

 

ウ EHEC の PFGE による DNA 型別 

 2013 年に国内で分離された EHEC O157の 1465 株とそ

の他の O 血清群 1171 株に対して、パルスフィールドゲ

ル電気泳動法（PFGE）を用いて解析を行った。O157 は

XbaI 消化により 768 種類の PFGE 型が観察された。一方、

6 つ以上の異なる都府県から分離された同一 PFGE 型と

して、Type No.（TN） d483、h406、g307、i28、i195 の

5 種類があった。O26 は XbaI 消化により 244 種類の PFGE

型が観察され、5 つ以上の異なる都府県から分離された

同一 PFGE 型が 2 種類 （TN i16、i110)あった。同一 PFGE

型の O157、O26 による広域発生事例の存在が明らかにな

った。 [石原朋子、寺嶋淳（国立医薬品食品衛生研究所）、

斉藤康憲、菱谷愛、中島雪絵、高井信子、伊豫田淳、泉

谷秀昌、大西真］ 
 

エ EHEC O157 の Multiple-Locus VNTR Analysis に

よる解析 
 PFGE により TN d483 を示す広域発生事例株を

Multiple-locus variable-number tandem repeat analysis

（MLVA）法で試験すると、いくつかのタイプが得られ

た。これらについて Minimum Spanning Tree を描くと、4

つの型（13m0117、13m0123、13m0128、13m0397）は互

いに single locus variants（SLVs）であり、これらの株に

ついては近縁性が示唆された。一方、残りの型（13m0129、

13m0130、13m0145、13m0148、13m0189）はそれらと 2

遺伝子座以上の距離があり、d483 を示す株には近縁性の

低いMLVA型を示す菌株が含まれることが示された。［泉

谷秀昌、石原朋子、寺嶋淳（国立医薬品食品衛生研究所）、

斉藤康憲、菱谷愛、中島雪絵、高井信子、伊豫田淳、大

西真］ 

 
オ PFGEによるデータベース構築とその解析結果利用

のネットワーク化に関する研究 
 全国の地方衛生研究所等（地研）から送付された分離

株について PFGE 解析を行い、BioNumerics（BN） server

によるオンラインシステムのデータベースの継続的な構

築・運用を行った。EHEC O157 および O26 の PFGE 解析

結果は、BN による系統樹作成に基づくサブタイプ名の

付与と PFGE パターンのデータベース構築に使用した。

［石原朋子、寺嶋淳（国立医薬品食品衛生研究所）、中島

雪絵、斉藤康憲、菱谷 愛、高井信子、泉谷秀昌、伊豫

田淳、大西 真］ 
 
(2) 検査法開発に関する研究 

ア 溶血性尿毒症症候群（HUS）発症者の血清診断 

EHEC が不分離の HUS 症例では、患者血清中の大腸菌

O 抗原に対する抗体の検出（血清診断）などで確定診断

となる。血清診断依頼があった 15 件中 O157 が 8 件、 

O121 が 3 件、O26, O103, O165, O76 は各 1 件ずつ陽性例

があり（陽性率 86.7%；1 件については O157, O121. O26

同時陽性例 [下記参照]）、いずれも EHEC 感染による

HUS 症例と確定した。血清診断陰性例のうち 1 件につい

ては同時に依頼があった便培養から EHEC O157:H7 を分

離した[伊豫田淳、高井信子、佐藤人美、石原朋子、齊藤

剛仁（情報セ）、寺嶋淳、大西真]。 

 

イ EHEC O157, O121, O26 混合感染による HUS 症例の

同定 

 上記の血清診断の結果から、抗大腸菌 O157, O121, O26

抗体が同時に陽性となる HUS 症例を見いだした。血清診

断の結果を基に O157, O121, O26 抗体を感作させた磁気
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ビーズを用いて便培養液から大腸菌の分離を試みたとこ

ろ、EHEC O157, O121 と EPEC（stx 陰性）O26 がそれぞ

れ分離された。血清診断の結果を便培養法に還元した事

例である。同様な手法を用いて EHEC O157, O121, O165

が分離された HUS 症例をそれぞれ明らかにした[伊豫田

淳、高井信子、佐藤人美、石原朋子、齊藤剛仁、大西真]。 

 

ウ EHEC O76 感染による HUS 症例の同定 

大腸菌 O 群全 184 種類中 182 種類は PCR によって検

出が可能となっている（O-genotyping [井口ら、未発表]）。

主要7血清群による血清診断が陰性となったHUS症例に

おいて、便培養液を用いて O-genotyping を行ったところ、

stx2 陽性, O76 抗原遺伝子陽性となった。この結果を基に

血清診断および菌分離（ビーズ法による濃縮培養）を行

ったところ、O76 抗体陽性と判明し、EHEC O76:H7 stx2

が分離されたため、EHEC O76 による HUS 症例と確定し

た[伊豫田淳、井口純 [宮崎大・農]、高井信子、佐藤人

美、石原朋子、齊藤剛仁、大西真] 

 
2. 赤痢菌に関する研究 
(1) 菌株の多様性および病原機構に関する研究 

ア 赤痢菌の分子疫学解析 
 2013 年に当研究所に送付された赤痢菌 81 株について

パルスフィールドゲル電気泳動法（PFGE）および

multilocus variable-number tandem-repeat analysis 
(MLVA)による分子疫学解析を行った。昨年渡航歴のな

い散発事例において複数県にまたがって検出された

MLVA 型 SsV12-033 が本年も 6 県にまたがり検出され

た。なお、Shigella sonnei では 2013 年に 38 の MLVA
型が新たに検出された。（泉谷秀昌、李志英、高井信子、

大西真） 
イ 赤痢菌の III 型分泌装置遺伝子群の転写後調節機構

の解析 

 赤痢菌の病原性に必須な III 型分泌装置は、環境の温

度と塩濃度によって発現が厳密に制御される。この制御

を失う変異体をスクリーニングしたところ、III 型分泌

装置遺伝子群のレギュレーターである InvE（VirB）の発

現が翻訳レベルで増加する変異体が得られた。この変異

遺伝子は後に、桿菌の桿状構造を形成するバクテリア細

胞骨格蛋白 RodZ として同定されたが、赤痢菌の病原性の

表現型は RodZ に細胞骨格以外の機能があることを示唆

していた。  

 この rodZ 変異体では invE の mRNA の分解速度が遅く、

mRNA が安定化していることが示された。また、精製した

RodZ 蛋白は invE-RNA と強く結合することが分かった。

さらに、この RNA 結合能は RodZ の塩基性ドメイン部分に

依存すること、RodZ 同士が多量体を形成すること、InvE

以外の mRNA にも結合することが示され、細胞骨格以外の

RodZ の機能を明らかにした。（三戸部治郎） 

 
3. サルモネラ属菌に関する研究 

(1) 菌株の多様性および病原機構に関する研究 

ア チフス菌、パラチフス A 菌のファージ型別 
2013 年に国内で分離され、地方衛生研究所・保健所から

送付されたチフス菌、パラチフス A 菌についてファージ型別

試験を行った。送付された菌株数はチフス菌58株、パラチフ

スA菌 47株であり、前年の菌株数と比べ増加していた。チフ

ス菌では、ファージ型 E1 が多く、その他には A、B1、D2、
E2 等が検出された。パラチフス A 菌ではファージ型 1 が 23
株、2 が 13 株であったが、4、5、6 も検出された。［森田昌知、

泉谷秀昌、高井信子、大西真］ 
 
イ チフス菌、パラチフス A 菌の各種抗菌薬に対する感受性

試験 
2013 年に国内で分離されたチフス菌、パラチフス A 菌の

各種抗菌薬に対する感受性を検討した。ニューキノロン系薬

剤 3 薬剤、第 3 世代セフェム系薬剤 2 剤、その他従来の治

療薬等合計 16 剤を用いた。感受性試験の結果、ニューキノ

ロン薬であるシプロフロキサシン非感受性菌の割合はチフス

菌で 50.0%,、パラチフス A 菌で 66.0%であった。また、第 3
世代セフェム系抗菌薬に耐性を示すパラチフス A 菌が 1 株

検出された。［森田昌知、泉谷秀昌、高井信子、大西真］ 
 
ウ 国外渡航歴の無い腸チフス感染例由来菌株の分子疫学

的解析 
2013 年のチフス菌分離株数は、近年の分離株数に比べ大

きく増加しており、特に国外渡航歴の無い腸チフス患者由来

チフス菌の増加が顕著であった。分子疫学解析の結果、ファ

ージ型では A もしくは B1 に分類されるものの、遺伝学的関

連性の高い株を原因とする症例の集積が増加の要因である

ことが考えられた。［森田昌知、泉谷秀昌、高井信子、大西

真］ 
 
エ サルモネラのファージ型別 

 2013 年に当研究所にファージ型別のために送付され

たサルモネラ株は 181 株であった。うち 55 株は血清型

Enteritidis であり、ファージ型 6a が 31 株と大勢を占

めた。 

同じく Typhimurium は 5 株送付された。検出されたファ

ージ型（DT）は、RDNC が 4 株、U302 が 1 株であった。（泉
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谷秀昌、李志英、高井信子、大西真） 

 

オ サルモネラの血清型別 

 2013 年に当研究所で血清型別を行った菌株は 11 株で

あった。同定された血清型は、Weltevreden、I 4:i:-、I 

7:c:-、IIIb 48:l,v:1,5,(7)などであった。（泉谷秀昌、

李志英、高井信子、大西真） 

 

カ Salmonella Infantis に関する研究 

 S. Infantis 株間で分布に差が見出された irp2 遺伝子

の遺伝子の所在を次世代シークエンサーを使用して明ら

かにした。当該遺伝子は約 280kb のプラスミド上に存在

することが示された。当該プラスミドには tet などの薬

剤耐性遺伝子も見出された。（泉谷秀昌、李志英、黒田誠、

関塚剛史、大西真） 

 

4. ビブリオ属細菌に関する研究 

(1) 菌株の多様性および遺伝子水平伝播に関する研究 

ア Vibrionaceae および Aeromonadaceae の同定及び血

清型別 

 平成 25 年度に同定、血清型別、生物型、遺伝子型別お

よび病原因子の検索の依頼を受けた Vibrionaceae およ

び Aeromonadaceae菌株は 148株で Vibrio choleraeおよ

び V. parahaemolyticus、 V. fluvialis、 Aeromonas spp.

が含まれ、108 株は国内、40 株は海外からの依頼であっ

た。国内株の内 1 株は、食中毒由来 V. parahaemolyticus

で既知の O:K 組合せには該当しない O10:K60 という新規

の血清型であった。また国内 2 事例 103 株は、集団食中

毒由来の V. cholerae non-O1/non-O139 によるもので、

共通食材として輸入ニシ貝が疑われ、残品からも同一 O

血清型菌が検出された。海外からの型別依頼株は中国の

下痢症患者と環境からの分離株 40 株で、V. cholerae 

non-O1/non-O139 および V. parahaemolyticus、  V. 

fluvialis、 Aeromonas spp.であった。 

（荒川英二、森田昌知、泉谷秀昌） 

 

イ. NAG ビブリオの分子疫学解析 

 2013 年 9 月から 10 月にかけてナグビブリオによる食

中毒が相次いだ。当該事例に関連する患者及び食品由来

株について PFGE による解析を行った。その結果、食品由

来株は多様性を示したものの、患者株のほとんどは 1 つ

のクラスターを形成し、食品株の一部も当該クラスター

に分類された。当該クラスターに属する株の血清型は患

者株および食品株と一致し、O144 であった。（泉谷秀昌、

荒川英二、森田昌知、大西真） 

 

ウ ビブリオ属菌の環境調査 

 沿 岸 海 水 を 採 取 し 、 Vibrio vulnificus, V. 

parahaemolyticus, V. cholerae の分布状況を調べた。

各地の平均から、3菌種とも 8月に最も多く検出された。

塩 分 濃 度 上 昇 に 対 す る 感 受 性 は 、 概 ね V. 

parahaemolyticus、 V. vulnificus、 V. cholerae の順

となった。ビブリオ属菌の分布については、温度および

塩分濃度によって異なる影響があることが示唆された。

（泉谷秀昌、森田昌知、渡邉節（宮城県保健環境センタ

ー）、磯部順子（富山県衛生研究所）、緒方喜久代（大分

県衛生環境研究センター）、古川真斗（熊本県保健環境科

学研究所）、荒川英二、大西真） 

 

エ コレラ菌のキチン誘導型 DNA コンピテンスを支配す

る非典型なシグナル伝達機構 

 GlcNAcのポリマーであるキチンはコレラ菌の DNAコン

ピテンスを活性化し、形質転換を引き起こす。昨年度ま

での解析から、キチンは膜貫通型の転写因子である TfoS

を介してコンピテンスに関わる遺伝子群の発現を活性

化することがわかってきた。本年度は TfoS がキチンに

応答するしくみについて解析を行った。その結果、１）

TfoS は二成分制御系蛋白質のファミリーに属さないに

も関わらず、その活性はキチン反応型の二成分系センサ

ーキナーゼ ChiS に支配されること、２）ChiS から TfoS

へのシグナル伝達は既知のリン酸基転移とは異なる機

構で進行することが示唆された。［山本章治］ 

 

(2) 検査法開発に関する研究 

ア V. cholerae の LPS 合成遺伝子領域の解析および比

較 

 V. cholerae の O 血清群は現在 210 種類あり、その中

にはコレラの原因菌である O1、O139 も含まれており、世

界的に疫学解析に利用されている。いわゆる NAG と呼ば

れる non-O1、non-O139 の一部にはコレラ毒素を産生する

ものがあり、近年我が国や米国、欧州で散発例から分離

された O141 や米国の散発例から分離された O141 と交差

関係のある O75 では、コレラ様の激しい下痢症状も認め

られる。すでに O141 およびそれと交差反応のある O53、

O75、O162 について O 抗原合成遺伝子領域の全塩基配列

を決定した。このうち O141、O75 については、真菌部と

の共同同研究により、O 多糖の構造解析を行っている。

また、O141、O75 については特異的な遺伝子領域を標的

とした PCR を設計し、V. cholerae の全 O 血清群につい

て探索を行った所、O50、O57、O62、O103、O107、O113
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の O 血清群の菌株が陽性となった。陽性となったこれら

血清群についてもその O 抗原合成遺伝子領域の解析を行

い、その類似性について検討を行なっている。また、国

内でのコレラ様症状から分離された事例もある O8 およ

びそれと交差反応のあるO血清群O128について病原体ゲ

ノム解析センターとの共同研究により、次世代シークエ

ンサーを利用して O 抗原合成遺伝子領域の全塩基配列決

定を試みている。 

(荒川英二；関塚剛史、黒田誠(病原体ゲノム解析センタ

ー)、浦井誠、宮崎義継(真菌部)、大西真) 

 

II. 呼吸器感染症ならびに侵襲性感染に関する研究 
１．レンサ球菌属に関する研究 

(1) 菌株の多様性解析と疫学的解析 

ア 日本における 2012 年の非侵襲性 A 群レンサ球菌感

染症患者分離株の T 型別 

2012 年に全国の衛生研究所に収集された A 群レンサ球

菌の菌株総数は、1240 株であり、すべての株に対して T

型別が行われた。分離頻度の高かった T 型は、T1 

(332/1240, 26.8%) 、 T12 (291/1240, 23.5%) 、 TB3264 

(180/1240, 14.5%)であった。T1、T12 型は 1992 年以降、

毎年、高い分離頻度を示している。2011 年増加した T1

型は、2012 年減少した(2010 年, 19.9%、2011 年, 31.1%、

2012 年, 26.8%）。TB3264 型の分離比率は、2010 年、急

激に上昇し、2011, 2012 年も 10%台を維持している（2009

年, 5.3%、2010 年, 12.6%、2011 年, 11.1%、2012 年, 14.5%）。

[池辺忠義、大西真、千葉一樹（福島衛研）、大屋日登美

（神奈川衛研）、奥野ルミ（東京健安研セ）、増田千恵子

（富山衛研）、河原隆二（大阪公衛研）、矢端順子（山口

環保セ）、緒方喜久代（大分衛環研）、The Working Group 

for β-hemolytic Streptococci in Japan] 

 

イ 日本において 2012 年に分離された劇症型 A 群レン

サ球菌感染症患者分離株の T 型別、emm 遺伝子型 

2012 年、A 群レンサ球菌による劇症型溶血性レンサ球菌

感染症(STSS)の報告が 95 症例あった。94 例が S. pyogenes、

1 例が S. dysgalactiae subsp. equisimilis による症例であっ

た。 

最も分離された型は、昨年同様 T1 型であったが、昨年

と比較して分離比率が減少した(2011 年, 69.0%; 2012 年, 

51.6%)。また、咽頭炎由来株の分離比率(26.8%)に比べ、

依然高い分離比率を示している｡次いで、昨年同様

TB3264 型が多く、その分離比率は昨年と比較して上昇

した(2011 年, 10.7%; 2012 年, 18.9%)。この 2 つの型で全

体の 70%以上を占めている。 

STSS の確定診断例 95 例中、emm1 型(M1 型)が 49 例

(51.6%)と最も多く、次いで emm89 型(M 型別不能)が 17

例(17.9%)、emm12 型(M12)が 8 例(8.4%)、emm28(M 型別

不能)が 6 例(6.3%)と多かった。 

2011 年と比較し、emm1 型は、69.0% (58/84)から 51.6% 

(49/95)に減少し、emm89 型が 10.7% (9/84)から 17.9% 

(17/95)に増加した。 

 [池辺忠義、大西真、千葉一樹（福島衛研）、大屋日登美

（神奈川衛研）、奥野ルミ（東京健安研セ）、増田千恵子

（富山衛研）、河原隆二（大阪公衛研）、矢端順子（山口

環保セ）、緒方喜久代（大分衛環研）、The Working Group 

for β-hemolytic Streptococci in Japan] 

 

ウ 日本における劇症型/重症溶血性 A 群レンサ球菌感

染症の薬剤感受性試験 

2012 年に発症した劇症型/重症溶血性レンサ球菌感染症

を引き起こした 95 株について薬剤感受性試験を行った。

全ての株において、ペニシリン G、アンピシリン、セフ

ァゾリン、セフォタキシム、イミペネム、パニペネムに

対して感受性を示した。クリンダマイシンに対して

11.6%(11/95)の株が耐性を示し、昨年（2011 年, 6.58%）

より分離率が上昇した。また、エリスロマイシンに対し、

60.0%（57/95）の株が、耐性を示し、昨年（2011 年, 76.1%）

より分離率が減少した。[池辺忠義、大西真、千葉一樹（福

島衛研）、大屋日登美（神奈川衛研）、奥野ルミ（東京健

安研セ）、増田千恵子（富山衛研）、河原隆二（大阪公衛

研）、矢端順子（山口環保セ）、緒方喜久代（大分衛環研）、

The Working Group for β-hemolytic Streptococci in Japan] 

 

エ 日本における劇症型G群レンサ球菌感染症のサーベ

イランスと起因株の遺伝子型別 

2012 年、32 例が劇症型溶血性レンサ球菌感染症の報告が

あった。菌種はすべて、S. dysgalactiae subsp. equisimilis

であった。emm 遺伝子型別を行った結果、stC36, stG485, 

stG6792 型がそれぞれ 5 例(15.6%)と最も多く、次いで、

stG245, stG653, stG2078 が 4 例(12.5%)と多かった。その

ほか、stC1400, stG6, stG10, stG652, stG4974 型がそれぞれ

1 例であった。[池辺忠義、大西真、千葉一樹（福島衛研）、

大屋日登美（神奈川衛研）、奥野ルミ（東京健安研セ）、

増田千恵子（富山衛研）、河原隆二（大阪公衛研）、矢端

順子（山口環保セ）、緒方喜久代（大分衛環研）、The 

Working Group for β-hemolytic Streptococci in Japan] 

 

オ A 群、G 群以外の劇症型レンサ球菌感染症のサーベ

イランスと起因株の血清型 
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2011 年、2 例の B 群レンサ球菌、および 1 例の C 群レン

サ球菌による劇症型溶血性レンサ球菌感染症の報告があ

った。菌種は、B 群は 2 例とも S. agalactiae、C 群は

S.dysgalactiae subsp. equisimilis であった。B 群は 2 株とも

血清型 III であった。C 群の emm 遺伝子型は、stC839 で

あった。[池辺忠義、大西真、千葉一樹（福島衛研）、大

屋日登美（神奈川衛研）、奥野ルミ（東京健安研セ）、増

田千恵子（富山衛研）、河原隆二（大阪公衛研）、矢端順

子（山口環保セ）、緒方喜久代（大分衛環研）、The Working 

Group for β-hemolytic Streptococci in Japan] 

 

カ 小児侵襲性感染由来肺炎球菌の疫学調査。 

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究

事業（Hib、肺炎球菌、HPV 及びロタウイルスワクチンの

各ワクチンの有効性、安全性並びにその投与方法に関す

る基礎的・臨床的研究）の協力研究者として、日本国内

の小児の本来無菌であるはずの検体より分離された肺炎

球菌および GBS の血清型別、薬剤感受性試験、シークエ

ンスタイピングを行った。[常 彬、庵原俊昭(国立病院

機構三重病院]] 

 

キ 小児肺炎患者由来肺炎球菌の解析。 

2010-2013 年に乳幼児下気道感染症例より分離された肺

炎球菌の血清型別およびシークエンスタイピングを行い、

小児７価結合型肺炎球菌ワクチン (PCV7) の接種普及

による肺炎球菌の血清型の経年的変化を観測し、PCV7 の

下気道感染症に対する効果を調べた。(常 彬、成相昭吉

[横浜南共済病院]) 

 

(2) 次世代肺炎球菌ワクチンのための病原機構に関する

研究 

ア 肺炎球菌病原因子の機能解析 

 日本では高齢者用のポリサッカライドワクチンと小児

用の結合型ワクチンが導入されているが、血清型交代現

象による肺炎球菌ワクチンのワクチンカバー率の低下が

大きな問題となっており、夾膜の血清型に依存しない次

世代ワクチンの開発が急務である。本研究では次世代ワ

クチンの開発のために必要な分子基盤を構築することを

目指し、肺炎球菌の病原因子の機能と肺炎球菌感染の発

症機序の解明を目的とした。 

肺炎球菌が感染した細胞内において、溶菌した菌由来の

DNA がエンドソームから細胞質へと移行し TypeI インタ

ーフェロンを誘導することが報告されている。このこと

から、肺炎球菌の菌体表層に局在する多種多様な病原因

子がエンドソームから細胞質へと移行して機能を発揮す

る可能性について解析を行っている。肺炎球菌由来の病

原因子を培養細胞に発現させ、局在パターンや細胞の形

態変化を指標に検討している。（小川道永、山本章治） 

 

イ 培養細胞を用いた肺炎球菌感染モデル 

 肺炎球菌の菌液の調製には血液寒天培地から掻き取っ

たコロニーを液体培地に懸濁し濁度を調整したものを直

接細胞に感染させる方法が広く用いられている。しかし、

このような方法では、実験毎に菌の growth phase や moi

など菌のコンディションをコントロールすることが困難

である。そこで、本研究では肺炎球菌を安定的に液体培

養する系を構築した。さらに、構築した肺炎球菌の液体

培養系を用いて培養細胞に対する肺炎球菌の感染系の構

築を行っている。（小川道永） 

 

２. レジオネラ属細菌に関する研究 

(1) 菌株の多様性解析 

ア  新 し い neuA プ ラ イ マ ー に よ る Legionella 

pneumophila 臨床分離株の Sequence-based typing (SBT) 

 レジオネラ・レファレンスセンターにおいて、2007 年

8 月よりレジオネラ臨床分離株の収集を行っており、273

株の L. pneumophila について SBT 法による遺伝子解析が

行われたが、10 株（血清群 5 が 7 株、血清群 2、4、10

が各 1 株）は neuA 遺伝子が増幅しなかったため、型別

不能であった。新しく提案された neuAh（neuA ホモログ）

プライマーにより neuA 遺伝子が増幅され、すべての L. 

peumophila 菌株において遺伝子型別が可能となった。 

［前川純子、倉 文明］ 

 

イ L. pneumophila 臨床分離株の SBT 法による遺伝子解

析 

 レジオネラ・レファレンスセンターで前年度に収集し

た Legionella pneumophila 54 株（血清群 1 が 49 株、血清

群 2、3、5、9、10 が各 1 株）について、SBT 法による

遺伝子解析を行った。同一の公衆浴場が感染源と推定さ

れていた 2 例は、同じ ST で、集団感染事例の可能性が

示唆された。54 株は 41 種類の ST に分けられ、SBT 法の

疫学的有用性が確認できた。15 種類は新規 ST だった。

［前川純子；渡辺ユウ（仙台市衛研）；渡辺祐子（神奈川

衛研）；磯部順子（富山衛研）；田中 忍（神戸市環境保

健研）；中嶋 洋（岡山県環境保健センター）；吉野修司

（宮崎県衛生環境研）；倉 文明、大西 真；Working 

Group for Legionella in Japan］ 
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ウ 岡山県の L. pneumophila 血清群 3 環境分離株の SBT

法による遺伝子解析 

 平成 20 年～25 年に岡山県では L.pneumophila 血清群

(SG) 3 の臨床分離例が 9 株あり、すべての株が ST93 に

型別された。これらの患者の感染源および起因菌が同一

である可能性がある。感染源解明のための調査として、

さまざまな環境から分離されたSG3の 39株（浴槽水 31、

原湯 1、ジャグジー3、プール水 3、冷却水 1）について

SBT 法による遺伝子型別を行った。39 株は 21 種類の ST

に分けられたが、最も ST93 と近い遺伝子型グループの 2

株でも、共通な遺伝子座は 4/7 あるいは 3/7 に過ぎず、

それ以外の菌株は遺伝的に遠く隔たっており、感染源の

種類の解明には至らなかった。［前川純子；中嶋 洋（岡

山県環境保健センター）；倉 文明］ 

 

エ 家庭内の水環境中の Legionella 属菌種の同定 

 一般家庭における Legionella 属菌の汚染状況を調べる

ため、9 家庭の水廻りからの試料（114 検体）を採取した。

Legionella 属菌が 8 検体（7.0%）から検出され、その菌

種の同定を行った。浴槽水から L. anisa（150 CFU/ml）

が検出され、その残り湯ホースのスワブからも L. anisa

が検出された。洗面台蛇口水から Legionella sp. L-29（370 

CFU/ml、蛇口スワブからも検出）、庭の散水用ホース内

の水から L. busanensis（20 CFU/ml）、カメ水槽水から L. 

anisa （20 CFU/ml）、金魚水槽水から L. sainthelensi（20 

CFU/ml ）、風呂の蛇口スワブから記載種ではない

Legionella 属菌が検出された。L. pneumophila は検出され

なかった。［渡辺祐子（神奈川衛研）；前川純子；黒木俊

郎（神奈川衛研）；倉 文明］ 

オ L. pneumophila 血清群 1（Lp1）の喀痰由来株とアス

ファルト道路の水溜まり由来株の間の SBT 法による遺

伝的近縁関係 

 レジオネラ症の主な原因菌である Lp1 は、土壌、河川、

浴用施設、冷却塔など様々な環境から広く検出される。

アスファルト道路の水たまりからも Lp1 が分離されてい

るが、遺伝子解析による患者との関連は調査されていな

い。そこで、富山県内のアスファルト道路の水たまりか

ら分離された Lp1 について、レジオネラ症患者、浴用水

由来株と遺伝子型を比較し、患者の感染源と水たまりの

関連を調査した。2010 年 11 月～2012 年 8 月にかけて、

県内28か所のアスファルト道路から水たまり134検体を

採水し、ろ過濃縮法でレジオネラ属菌を分離した。Lp1

については SBT を行った。水たまりの 40.3%（54/134 検

体）からレジオネラ属菌が検出された。401 株のレジオ

ネラ属菌の血清群別の結果は、Lp1 が 82 株（20.4%）と

最も多かった。SBT により、Lp1 であった 82 株は 44 の

遺伝子型に分類された。当所保存 Lp1 株（患者由来 26

株、浴用施設由来 53 株、冷却塔由来 5 株、シャワー水由

来 3 株）と遺伝子型を比較した結果、患者由来 9 株が水

たまり由来株のみと同じ遺伝子型であった。これらの株

に感染した患者は、感染源不明の散発事例が多く、感染

源として水たまりが関連している可能性が示唆された。 

［金谷潤一、磯部順子、木全恵子、嶋 智子、清水美和

子(富山県衛生研究所);倉 文明;佐多徹太郎、綿引正則

(富山県衛生研究所)］ 

 

（2）検査法の開発に関する研究 

ア. レジオネラ属菌遺伝子迅速検査法の評価 

レジオネラ属菌遺伝子迅速検査法の標準化に向けた基礎

的データを得るため、現在市販されている迅速検査キッ

ト（生菌と死菌の両方を検出する qPCR 法と LAMP 法）

及び生菌迅速検査キット（生菌特異的検査法として新規

に開発された LC EMA-qPCR 法）の 3 法について、浴槽

水等の実試料を用い、平板培養法に対する感度、特異度

等の評価を行った。新規 qPCR キット（＋DNA 簡易熱抽

出試薬、5 CFU/100ml カットオフ値）、LAMP 法,平板培

養法（10 CFU/100ml カットオフ値）の比較で、いずれも

感度 100%、特異度 53.8%～57.0%であった。生菌迅速検

査キット（LC EMA-qPCR 法、1 CFU/100ml カットオフ値）

を定性試験として評価した場合、平板培養法に対する感

度は 97.4%、特異度は 80.6%であった。すなわち、消毒

が義務付けられている循環式浴槽においては、生菌迅速

検査キットは平板培養法の代替も可能と考えられた。各

遺伝子検査法の特徴を理解し、目的に応じて使い分けれ

ば、培養法よりも迅速に結果を得ることが可能で、併用

も容易と考えられた。［烏谷 竜哉（愛媛県立衛生環境研

究所）、磯部 順子（富山県衛生研究所）、緒方 喜久代（大

分県衛生環境研究センター）、山口 友美（宮城県保健環

境センター）、武藤 千恵子（東京都健康安全研究センタ

ー）、金谷 潤一（富山県衛生研究所）、泉山 信司、八木

田 健司（寄生動物部）、倉文明］ 

 

（3）浴槽水のレジオネラ消毒法の開発に関する研究 

ア. 種々の温泉水におけるモノクロラミン消毒効果と

高濃度洗浄の検証 

種々の成分を含む温泉源泉水におけるモノクロラミンと

遊離塩素の濃度安定性を調べた。安定性は、①遊離塩素

の濃度が著しく減少するが、モノクロラミンでは濃度が

安定、②遊離塩素よりは失活が少ないものの、モノクロ



細菌第一部 

ラミンでも濃度減少、③遊離塩素、モノクロラミンのど

ちらも大幅な濃度減少、に大別できた。少量の試料を用

いて試験することで、本消毒法の現場への適合性の事前

試験と、採用判断が適切かつ簡便に進むと考えられた。 

モノクロラミン添加試験より、濃度安定性源泉水の施設、

モノクロラミン濃度の減少がみられた源泉水の施設、お

よび中性域（pH 7.3）の井水の沸かし湯を使用する施設

の、計 3 ヶ所を選出した。これら施設において、浴槽水

のモノクロラミン濃度（3 mg/L）を維持する 4 週間以上

の実証試験を行なった。その結果、いずれの浴槽水中か

らもレジオネラやアメーバの検出はなく、塩素消毒臭の

原因であるトリクロラミン、消毒副生成物の生成も少な

かった。今年度の成果として新たに、モノクロラミン濃

度の減少が見られる泉質、中性域の井水の沸かし湯への、

モノクロラミンの高い消毒効果と安全性が確認された。  

浴槽水の配管洗浄方法として、高濃度モノクロラミン（20 

mg/L 程度）による循環殺菌が効果的であることが、ろ

過器逆洗水やヘヤーキャッチャ接続配管内面拭き取りの

検査から示された。これまでの結果から、循環式浴槽水

へモノクロラミン消毒法を導入するのに必要な衛生管理

手法は確立されたと考える。今後、遊離塩素消毒が困難

な現場施設へのモノクロラミン消毒法の早急な導入・普

及が望まれる。 

［縣 邦雄（アクアス株式会社）、神野透人（国立医薬品

食品衛生研究所）、八木田健司（寄生動物部）、杉山寛治

（株式会社マルマ）、小坂浩司（国立保健医療科学院）、

泉山信司（寄生動物部）、長岡宏美（静岡県環境衛生科学

研究所）、片山富士男（静岡市保健所）、和田裕久、富田

敦子（静岡市環境保健研究所）、江口大介、市村祐二（ケ

イ・アイ化成株式会社）、倉文明］ 

 

イ. アンモニウムイオン、ヨウ化物イオン等が塩素剤の

安定性に与える影響 

遊離塩素消毒が効きにくい泉質での代替消毒薬として、

モノクロラミンが提案されている。ただし、モノクロラ

ミンは高 pH の温泉や井戸水の消毒に有効であること

がこれまでの研究で示されたが、全ての温泉に適用可能

であるかは定かではない。塩素消毒に影響するとされる

アンモニア態窒素、ヨウ化物イオン、臭化物イオン、フ

ミン酸、硫黄、鉄イオンを選び、これら因子がモノクロ

ラミンに与える影響を確認した。各因子と混合した遊離

塩素とモノクロラミンの濃度の推移を、それぞれ DPD 

法、インドフェノール法で測定した。モノクロラミンへ

の影響がほとんど見られなかったのは、アンモニア態窒

素とフミン酸であった。鉄イオンは、遊離塩素だけでは

なく、モノクロラミンへの影響が見られたが、添加直後

の消失はモノクロラミンのほうが影響は小さい傾向が見

られたため、濃度管理を行う上ではモノクロラミンが有

利と考えられた。ヨウ化物イオンは、遊離塩素のほうが

影響は小さく優位性を示しているように見えたが、ヨウ

化物イオンが DPD 法に影響を及ぼすことから正しい濃

度を測定できていない可能性が示唆された。臭化物イオ

ンは反応速度が遅かったが、ヨウ化物イオンと同様の傾

向であった。換言すると、ヨウ化物イオンと臭化物イオ

ンが存在する泉質では、正しい遊離塩素消毒と濃度測定

ができていない恐れが考えられた。硫黄はいずれの消毒

でも、添加直後に急速な塩素の消失が確認された。塩素

の消費後は、濃度は安定した。以上の結果から、モノク

ロラミンに対しても影響を与える成分が存在することが

確認できた。しかし、遊離塩素より反応の遅い泉質では、

遊離塩素よりモノクロラミン濃度の維持がしやすいと考

えられ、遊離塩素処理に苦慮する施設への適用を試みた

いと考えている。 

［縣 邦雄（アクアス株式会社）、青木信和、市村祐二、

江口大介（ケイ・アイ化成株式会社）、杉山寛治（株式会

社マルマ）、泉山信司（寄生動物部）、小坂浩司（国立保

健医療科学院）、片山富士男（静岡市保健所）、和田裕久、

富田敦子（静岡市環境保健研究所）、倉文明］ 

 
3.  髄膜炎菌に関する研究 

(1) 菌株の多様性解析 
ア 髄膜炎菌性感染症の起炎菌株の疫学的解析 
 感染症法の改正により、これまでに「髄膜炎菌性髄膜

炎」による髄膜炎症状のみの届出基準から、本年度から

は「侵襲性髄膜炎菌感染症」として敗血症症例も届出基

準に追加され、それに伴った報告例の増加が認められた。

具体的には昨年度は 15 例であった報告数が今年度は 38
例にまで増加した。それに伴って昨年度１年間に感染研

に収集された株は 3 株のみであったが、本年度は 11 株

が収集された。その 11 株の髄膜炎菌の疫学的解析を行

なった。それらの髄膜炎菌株の血清型は Y 群 9 株、B 群、

及び C 群が一株ずつであった。MLST 法による分子疫学

的解析の結果は ST-23 株が 5 株、ST-1655 株が 4 株で、

ST-23 と ST-1655 は 1 塩基違いであり、血清群 Y の 9
株全てが ST-23 complex として同定された。血清群 B の

株は ST-10808、血清群 C の株は ST−11 であった。今年

度の分離株の中では血清群 B の ST-10808 の株が注目さ

れる。この ST は新規の遺伝子型であり、本解析により

新たに検出された遺伝子型である。この株は沖縄での症

例から分離された。沖縄では過去の疫学解析から通常本
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州で単離される遺伝子型とは異なった、希有な遺伝子型

の株が分離されるケースが認められ、ヒトーヒト感染に

よって拡大する髄膜炎菌が地理的条件によって分布が異

なることを強く示唆する結果があると考えられる。また、

今回は圧倒的に Y 群、ST-23 complex の臨床分離株が多

く認められた。このことから、日本では「Y 群、ST-23 
complex」の株が多く分布する可能性が考えられた。一

方で、38 の症例報告中の 11 株しか回収出来ていないこ

とから、今後も菌株回収の努力を続けるとともに、より

積極的な起炎株の回収方策を何か講じる必要性も感じら

れた。来年度からも敗血症症例をも含めた「侵襲性髄膜

炎菌感染症」の報告例が多いことが予想され、引き続き

国内の臨床分離株の解析をしていく必要性があろう。[高
橋英之、大西真] 

 
(2) 検査法に関する研究 
ア 咽頭うがい液を用いた髄膜炎菌の健康保菌者の調査 
昨年度は咽頭うがい液中の髄膜炎菌 DNA を検出する

事により健康保菌者の検出する系の構築を試み、その方

法を確立した。しかし、研究費削減により調査における

コスト削減を余儀なくされたため、本年度はこの方法を

栄研化学のキットを用いない、Bst DNA ポリメラーゼ

を単独で用いる方法で実施出来る条件を検討した。その

結果、0.5mM の Mn2+イオン存在下で 25mM のカルセ

インを加えた条件下であれば、ctrB 遺伝子をターゲット

遺伝子として反応液中に 1pg のゲノム DNA があれば検

出出来るようになった。以上の手法により検出コストを

1/10 以下に削減することが可能となり、ウガイ液からの

髄膜炎菌 DNA の大規模な検出調査が実施可能となった。

来年度からはこの系を用いて咽頭うがい液を用いた健康

保菌者の保菌率を実際に調査する予定である。[高橋英之、

大西真] 
 
(3) 病原機構に関する研究 
ア gltT-gltM グルタミン酸トランスポーターを介した

髄膜炎菌の細胞侵入時に発生する RNA seq による転写制

御、及び TMT ラベリングによる翻訳後制御の網羅的解析 
 過去に行なった signature tag mutagenesis の変法を

用いた髄膜炎菌の病原性因子の網羅的探索によって細胞

侵入の際に GltT を介した髄膜炎菌のグルタミン酸の一

過的な取り込みが髄膜炎菌及び宿主細胞へのシグナルと

なって髄膜炎菌の細胞侵入が起こる機構の存在を見出し

た。しかし、グルタミン酸の一過的な取り込みが髄膜炎

菌にどう作用しているかは不明であるため、転写制御、

翻訳制御を網羅的に解析する事にした。 ヒト脳血管内皮

細胞(HBMEC)に髄膜炎菌野生株及び gltT-gltM 変異株

を感染させ、そこから細菌の全 RNA 及び全タンパク質を

回収して RNA-seq による遺伝子発現差異及び TMT ラベリ

ングによるタンパク質発現差異を解析した。その結果、3

倍を超える発現差異は RNA 及びタンパクレベルで殆ど認

められず、髄膜炎菌の感染時における発現変化は大きく

ない事が強く示唆された。この結果から GltT を介した

髄膜炎菌のグルタミン酸の一過的な取り込みは細菌側に

及ぼす影響ではなく、宿主細胞への影響である可能性が

考えられた。現在、髄膜炎菌の感染時の環境内グルタミ

ン酸の取り込み効率と宿主細胞への侵入効率の相関性に

関してさらに解析を進めている。[高橋英之、大西真（感

染研）、Kwang Sik Kim（Johns Hopkins Univ）、柳沢

達男、横山茂之（理研）] 
 
イ 髄膜炎菌の培養細胞における接着の研究 
淋菌と髄膜炎菌との組織トロピズムの違いに着目して、

尿道炎の発症メカニズムを詳細に説明し予防戦略構築を

目指すため、本研究では主に尿道炎由来髄膜炎菌の細胞

接着性に着目している。これまでに本研究所保有の髄膜

炎菌(n=447)における尿道炎由来髄膜炎菌(n=15)では、

MLST 型 23 に属する株が優位に分離されることを示し

た。更に、MLST 型 23 に属する尿道炎由来 9 株、非尿

道炎由来 13 株における HeLa 細胞へ対する免疫染色法

による細胞接着能の確認では、尿道炎由来株の 77.8％、

非尿道炎由来の 23.1％が高接着型であることを示し、尿

道炎由来株が有意に HeLa 細胞へ接着出来ることも明ら

かにしてきた。本年度は、主に ST23 に属する尿道炎由

来髄膜炎菌の HeLa 細胞接着に関与する菌側の責任因子

の探索を行った。はじめに髄膜炎菌の宿主細胞に対する

主な接着因子として知られている PilE、Opa、Opc の

HeLa 細胞に対する接着能の確認を行った。HeLa 細胞

に対して高接着型を示す 2 株(NIID455、NIID459)につ

いてこれらの欠失株を用いた、HeLa 細胞に対する細胞

接着能の確認を行ったところ、NIID455 株の opc 欠失株

において野生型と比較して約 80%の細胞接着能の低下

がみられた。また、この相補株では野生型と同程度の細

胞接着能の回復が見られた。以上より、尿道炎由来髄膜

炎菌の一部の株における HeLa 細胞接着に関与する因子

として opc が関与していることが示された。また、MLST
型 23 に属する株において HeLa 細胞へ対して低接着型

及び高接着型を示すそれぞれ 5 株について、Western 
Blotting による Opc の発現を確認したところ、低接着型

及では 1 株、高接着型では 4 株においてタンパク質の発

現が確認された。 
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(志牟田 健、高橋 英之、大西 真) 
 
III. ボレリアならびにレプトスピラ感染症に関する研

究 

1. ボレリア感染症に関する研究 

(1) ボレリア感染症の疫学研究 

ア新興回帰熱感染例の遡及調査 

  ライム病もしくはライム病疑い患者血清を材料とし，

新興回帰熱感染例の遡及調査を行い，二例が新興回帰熱

の単独感染もしくはライム病ボレリアとの重複感染であ

ることを明らかにした．このことは国内において，回帰

熱（ボレリア・ミヤモトイ感染症）が潜在し，健康被害

が生じていることを示している．［川端寛樹，佐藤梢，大

西真（細菌第一部），高野愛（山口大学），中尾稔（旭川

医科大学），伊東拓也（北海道立衛生研究所），今内覚（北

海道大学），小山幸次郎（国保雄武病院），兼古稔（上富

良野町立病院）］ 

 

イ マダニの新興回帰熱病原体保有調査 

ボレリア・ミヤモトイの感染経路特定のため，北海道を

中心にマダニの本ボレリア保有調査を行った．マダニ

4345 頭からリアルタイム PCR によりボレリア・ミヤモ

トイゲノム検出を試み、Ixodes persulcatus (陽性率 2%), I. 

pavlovskyi (同 4.3%)が主な媒介ダニであることを明らか

にした．[川端寛樹，佐藤梢，大西真（細菌第一部），高

野愛（山口大学），中尾稔（旭川医科大学），伊東拓也（北

海道立衛生研究所），今内覚（北海道大学）] 

 

(2) ボレリア感染症の病原機構に関する研究 

ア 新興回帰熱病原体のマウス感染モデルの検討 

ボレリア・ミヤモトイ感染におけるヒト病態解析および

菌の病原性解析を目的として，マウス感染モデルの検討

を行った．B. miyamotoi 接種 C57BL/6J マウスでは，菌

血症が観察されるとともに肝臓や脾臓に菌の集積が認め

られた．また，一部のクローン化株では上記感染像が見

られなかったことから，今後，比較ゲノム解析によりそ

の違いを調べて行く予定である．[川端寛樹，佐藤梢，大

西真（細菌第一部），高野愛（山口大学），松村隆之，阿

戸学（免疫部），長谷川秀樹（感染病理部），林哲也（宮

崎大学）] 

 

2. レストスピラ症に関する研究  

(1) レプトスピラ症疫学研究 

ア フィリピン・マニラの洪水後のアウトブレイク調査 

2013年 8月の台風とそれに伴う洪水後のレプトスピラ症

アウトブレイク調査をサンラザロ病院で行った．232 名

のレプトスピラ症疑い患者のうち実験室診断により 128

名のレプトスピラ症が確定した．患者分離株はドブネズ

ミ分離株と血清学的，遺伝的に同一で本動物が重要な保

菌動物であることが明らかとなった．また従来法と比較

して LigA-IgM ELISA の有用性を明らかにした．［小泉信

夫，大西真（細菌第一部），北庄司絵美，鈴木基，有吉紅

也（長崎大熱研），Lacuesta TL, Dimaano EM, Villarama 

JB（San Lazaro Hospital）］ 

 

イ ベトナム北部のレプトスピラ症疫学研究 

タインホア地域の熱源不明の発熱患者の 20%からレプト

スピラ特異的 IgM が検出され，9%の患者血液からレプト

スピラ DNA が検出された．また同地域の健常人の 49%か

らレプトスピラ特異的 IgG が検出され，農業従事者にお

けるレプトスピラ感染の蔓延が明らかとなった．［小泉信

夫，大西真（細菌第一部），Hoang Thi Thu Ha（NIHE）］ 

 

ウ 台湾の小型哺乳動物から分離されたレプトスピラの

解析 

台湾の小型哺乳動物から分離されたレプトスピラ 20 株

の性状解析を行った．flaB 部分塩基配列決定および標準

抗血清との反応性から，分離株は L. borgpetersenii 

serogroup Javanica および L interrogans serogroup 

Australis および Bataviae と同定された（血清群未同定

1 株）．Multiple locus variable-number tandem repeats 

analysis (MLVA) による L. interrogans 分離株の分子タ

イピングによって，Bataviae はフィリピン，ベトナム株

と遺伝的に同一であり，Australis は沖縄県の患者から

分離された株と近縁であることが明らかとなった．［小泉

信夫，大西真（細菌第一部），Jung-Jung Mu（TCDC）］ 

 

エ 国内の各種動物におけるレプトスピラ保有状況調査 

11都府県 36頭のレプトスピラ症疑いイヌのうち

3 頭 か ら レ プ ト ス ピ ラ が 分 離 さ れ ， L. 

interrogans serogroup Australis（1 頭）およ

び Hebdomadis（2 頭）と同定された．宮城県お

よび東京都のドブネズミから L. interrogans 

serogroup Icterohaemorrhagiae が分離された

（分離率：宮城県 67%，東京都 60%）．［小泉信

夫，大西真（細菌第一部），小松謙之（シー・

アイ・シー）］ 

  

(2) 病原機構解明に関する研究 

ア ハムスターを用いた Leptospira interrogans 2 血清
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型の病原性の比較 

レプトスピラは血清型により病原性が異なることが知ら

れているが，そのメカニズムは明らかになっていない．

レプトスピラ症モデル動物ハムスターに対し致死を引き

起こす強毒株 UP-MMC-NIID，致死を引き起こすことがで

きない弱毒株 OP84 を接種した結果，強毒株接種ハムスタ

ーでは，腎臓，肝臓，肺臓いずれの臓器においても弱毒

株接種ハムスターよりも顕著な症状が観察された．また，

強毒株，弱毒株接種いずれのハムスターにおいても，血

液および肝臓では感染後 48，72，96 時間，腎臓および肺

臓では感染後96時間でレプトスピラ DNAが検出されたが，

肺臓を除く臓器におけるレプトスピラ DNA 量は強毒株接

種ハムスターで有意に多かった．レプトスピラ接種によ

り，全ての臓器で炎症性サイトカイン遺伝子の発現量増

加が見られたが，感染後 96 時間の肝臓では ip-10 および

il1β，腎臓では il6 の発現量が弱毒株接種ハムスターに

比べ強毒株接種ハムスターで有意に高かった．これらの

結果から，各臓器における障害と炎症性サイトカインの

過剰発現が，UP-MMC-NIID 株のハムスターに対する強毒

性に寄与している可能性が示唆された．[小泉信夫，大西

真（細菌第一部）藤田理恵（東京農工大学）] 

 

IV 泌尿生殖器感染症に関する研究 

1. 淋菌に関する研究 

(1) 菌株の多様性と薬剤耐性に関する解析 

ア 首都圏の臨床分離株のレトロスペクティブ分子タイ

ピング 
淋菌の分子タイピングとしてクローナリティ検知に優れ

た NG-MAST 法が多用される。最近の傾向として国内で

も海外でもNG-MAST型がST1407 及びST2958 のもの

が主流を占めることが多数報告されているが。これらの

型の最初の出現時期などは分かっていない。昨年度報告

のように、我々は東京保健会病体生理研究所細菌検査室

にストックされていた 2005〜2011 年に首都圏に於いて

分離された計 147 株にアクセスできる機会を得て、レト

ロスペクティブなNG-MAST解析及びMIC測定を行い、

結果、ST1407、ST2958 型はいずれも 2005 年には検出

できず、2006 年に初例がある事、また、その後 2008 年

に Prevalence rate のピークを迎え、その後も他の型と

は違い、持続して検出が続いていること、などを明らか

にしていたが。今回、2011 年分離 ST1407 型株中に国内

では現時点では多くない、アジスロマイシン耐性株

MIC=16 μg/ml の株を２株発見し、それらと他の１株、

MIC=8 μg/ml、ST6762、計３株が 23S rRNA の 4 座位

ともに C2611T 変異を有することを明らかにし、報告し

た[中山周一、高山美子＊、志牟田健、大西真]（＊：東京

保健会病態生理研究所細菌検査室） 
 
イ セフトリアキソン耐性淋菌の強化サーベイランス 

2010-2012年に京都府と大阪府の淋菌感染症疑いの患者

より分離同定された淋菌193株の分子タイピングの結果

より、第三世代セファロスポリン剤に対する非感受性株

が、MLST型1901、7363、7819の3つの系統に属する株

に多くみられた。このことより、近年におけるこれら薬

剤に対する非感受性株拡大の一部はこれらMLST型に属

する株によるクローナルな現象であることが示唆された。

また、高度セフトリアキソン耐性淋菌はH041株以外に

2010年にフランスで同定されたF89株が報告されており、

H041と同様に そのセフトリアキソン耐性化の寄与に

penA遺伝子の変異が大きく関与していることが示され

ている。本調査では、F89株は同定されなかった。しか

し、セフトリアキソンに対して非感受性を示した19株の

うち、F89株と同様のMLST型1901並びにNG-MAST型
1407(世界中の多剤耐性淋菌株の多くにみられる)を示し、

かつpenAXXXIV遺伝子、またはその派生したpenA遺伝

子を保持した株が11株確認された。これらの株のpenA
遺伝子の１塩基置換のみで、F89株様penA遺伝子の出現

を可能にすることより、今後、本邦においてもH041株同

様にこれらの株の拡散に対しても十分な注意が必要であ

ることを示した。(志牟田 健、中山 周一、石原朋子、

大西 真) 
 

ウ 京都・大阪における薬剤耐性淋菌サーベイランス 

2013 年 4 月から 2014 年 3 月の間に、京都市内 2 ヶ所

および大阪府内 3 ヶ所のクリニックより送付された臨床

検体のうち、本研究所にて淋菌と分離同定した 212 株に

ついて penicillin G、cefixime、ceftriaxone、ciprofloxacin、

azithromycin、spectinomycin に対する MIC 測定を実施した。

その結果、それぞれ上記の薬剤に対して 0.9%、26.8%、

78.0%、14.9%、73.5%、100%が感受性株であった。近年危

惧されている ceftriaxone 耐性株は分離されなかった。[石

原朋子、中山周一、志牟田健、飛田収一(飛田病院)、伊

東三喜雄(伊東泌尿器科)、石川和弘(京都市衛生環境研究

所)、古林敬一(そねざき古林診療所)、亀岡博(亀岡クリ

ニック)、川畑拓也 (大阪府立公衆衛生研究所)、安本亮

二(安本クリニック)、大西真] 

 

エ 日本におけるazithromycin治療失敗例由来株の解

析 

Azithromycin 2g による治療失敗例由来株について、治
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療前後 4 株の解析を行った。 薬剤感受性試験の結果、す

べての菌株が azithromycin および ciprofloxacin に耐性を

示した。23SrRNA 遺伝子においては C2599T 変異を含

み、 また mtrR プロモーター領域に 1 塩基欠失の変異が

見いだされた。分子タイピングの結果、すべての菌株が

MLST ST1901/NG-MAST ST1407 を示し、うち 3 株にお

いては MLVA パターンが一致した。今後、このような菌

株の広がりに注視するとともに、azithromycin の適切な

使用を促すことが重要である。 [石原朋子、古林敬一(そ

ねざき古林診療所)、志牟田健、中山周一、杉井麻耶（北

里大学）、大西真]  

 
2. 梅毒トレポネーマに関する研究 
(1) 菌株の多様性解析 

ア 梅毒トレポネーマの分子タイピング 
 昨年度に引き続き、２つの STI クリニック（今年度途

中より１クリニックが追加参加）と共同で、皮膚病変が

有り、梅毒を疑う場合の病変漿液からの梅毒トレポネー

マ DNA 検出、分子タイピングとを実施した。 
2013 年 4 月〜2014 年 3 月間での 21 の PCR 陽性例中タ

イピングに成功したものは 15 例で、このうち 12 例は海

外でも最頻とされる 14d/f であった。他は 11d/f、14d/g、
14e/f がそれぞれ 1 例ずつであった、今年度は日本国内

では世界的にも最頻の 14d/f が圧倒的多数、80％であっ

た。[中山周一、井戸田一朗*、本郷偉元**、大西真]（＊：

しらかば診療所、**: 武蔵野赤十字病院感染症科） 
 
イ マクロライド耐性型 23S rRNA変異を持つ梅毒トレ

ポネーマ国内初の検出 
前項で述べた 14d/g タイプはアメリカ、シアトル市にお

いては特に MSM 間で 2008 年以降、14d/f を凌駕し、最

頻型となっておりマクロライド耐性型変異保持と強くリ

ンクしている。ロンドンでも解析検体数は少ないが、

14d/g、耐性型 23S rRNA 変異が多いとの報告が有り、

注目されている型である、前項で既術のように我々はこ

れまでに１検体のみ 14d/g を検出したが、これについて

23S rRNA２座位の塩基配列を決定したところ、両座位

ともで耐性型の A2058G 変異を有していた。今後他の検

体でも同変異の分布を検討する予定である。 
アジスロマイシン等のマクロライド系薬剤は現在アメリ

カを含め、梅毒治療の第一選択推奨薬とはされていない

が、ペニシリンアレルギー患者の場合の魅力的なオルタ

ーナティブである、今後、国内での耐性型変異梅毒トレ

ポネーマ分布状況の把握が重要と考えられる、 
 

(2)検査法に関する研究 
ア 梅毒の核酸診断 
 梅毒トレポネーマは、現在 in vitro 培養不可能な菌で

あり、病原体ベースの直接的診断が困難である。近年、

感度・特異性に優れた PCR 検出系が提案されている。

初期梅毒を疑う場合の病変漿液を直接鋳型とする簡便

PCR での梅毒トレポネーマ DNA 検出系の評価を行って

いる。 
今年度は、39 件の疑い症例を検討し、21 例で PCR 陽性

結果を得た。18 例の陰性群中で血清学的には梅毒と診断

されたものは 8 例で、そのうち 2 例は病変検体採取 1 週

間前から治療先行していた例であった。他の６例につい

ては従来の評価通り病原体診断が血清抗体診断に対して

総合的な感度では劣ることを再確認した例と考えられる。

21 例の PCR 陽性のうち６例では検体採取時の血清抗体

は陰性であり、昨年に引き続き抗体陽転前の PCR によ

る迅速診断の有用性が示された諸例と考える。これらの

ことから、PCR 法が特に血清抗体陽転前の皮膚病変から

の早期病原体診断、従って早期治療に資する検査法、と

して非常に有用であることを補強できたと考える。[中山

周一、井戸田一朗*、本郷偉元**、大西真]（＊：しらか

ば診療所、**: 武蔵野赤十字病院感染症科） 
 

V 口腔内細菌に関する研究 

1. う蝕原因菌に関する研究 

 (1) バイオフィルム形成機構に関する研究 

ア Streptococcus mutans のバイオフィルム形成を抑制

する小豆成分の同定 

 昨年度に引き続き本研究を行った。Streptococcus 

mutans は、口腔バイオフィルムを形成する主な細菌であ

りう蝕原因菌として考えられている。このバイオフィル

ムを阻害する分子を検討するために様々な植物由来成分

の検討を行った。その結果、小豆成分に抑制物質が存在

することが明らかとなった。この小豆成分の同定を行っ

た。その結果、７S グリブリンであることが確定された。

この 7S グロブリンは、Competence Stimulating Peptide 

(CSP)の活性であるバクテリオシン活性も抑制した。それ

らの抑制活性は、大豆の 7S グロブリンよりも高いことが

明らかとなった。 

[泉福英信、荒井俊明、大西 真] 

 

イ Streptococcus mutans の病原性発現に関わるアミロ

イドの検討 

 口腔バイオフィルム形成に菌体表層アミロイドが関与

する可能性が高く、本研究ではバイオフィルム形成にお
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けるアミロイドの関わりについて検討を行った。SMU574

変異株はコロニーの表面にアミロイドが認められた。他

の株では認めることができなかった。しかし、SMU574 変

異株は、バイオフィルム形成が親株と同程度であった。

このことは、アミロイド形成が必ずしもバイオフィルム

形成にかかわっていないことを示唆している。一方、

SMU482 変異株は、アミロイド形成とバイオフィルム形成

の両方の上昇が認められた。 

 SMU482 と SMU574 の変異株は、それぞれ異なったアミ

ロイド形成とバイオフィルム形成との関係性が示された。

これは、アミロイドが直接バイオフィルム形成に関与し

ているのではなく、凝集のような他の現象に関与し、そ

れが培地などの様々な条件で凝集性の違いが現れ、それ

らがバイオフィルム形成に異なった影響を与えているこ

とが考えられた。 

 [泉福英信、大西 真] 

 

ウ Streptococcus mutans における凝集性に関わる遺伝

子の検討 

 S. mutans UA159 の SMU940 変異株は、親株に比べ凝集

性が高まる。その凝集性は、蛋白質レベルでグルカン結

合蛋白質（GbpC）の発現量の上昇と関連していることが

明らになった。遺伝子レベルでもその発現量の上昇が認

められた。よって、SMU940 は、gbpC の発現量を調節し、

菌凝集を制御していることが明らかとなった。この凝集

性は Extra cellular DNA の関与がないことから、バイオ

フィルム形成に影響を与えないことが考えられた。  

 [鈴木奈央未、成澤直規、落合邦康（日本大学歯学部）、

泉福英信] 

 

エ  Extracellular DNA に依存した Streptococcus 

mutans バイオフィルム形成における非水溶性グルカン

の役割 

う蝕原性細菌である S. mutans の sunL は、sunL の下流

の pknB と pppL の発現に影響し、extracellular DNA

（eDNA）の放出の調節、eDNA 依存バイオフィルム形成に

関わる ことが 明ら かとな った 。こ の S. mutans 

UA159.sunL 変異株は、非水溶性グルカン産生に寄与する

酵素 GTFIをコードする遺伝子 gtfBおよび gtfCの発現の

上昇、水溶性グルカン産生に寄与する酵素 GTFS をコード

する gtfD の発現の下降が起こっていた。これは、非水溶

性グルカンの産生量と水溶性グルカンの産生量の比率が

変り、非水溶性グルカンが優位になることを示している。

glucose の含まれた Toryptic soy broth (TSB)存在下で

培養すると、TSB に少量のスクロースが存在しているた

め、非水溶性グルカンの比率の高い環境ができ、それが

eDNA 依存バイオフィルム形成に影響していることが考

えられた。 

 [泉福英信、大西 真] 

 

オ 流れのある環境における酪酸による Actinomyces 

naeslundii バイオフィルム形成 

A. naeslundii X600 は、96 穴マイクロタイタープレート

を用いたバイオフィルム形成実験において、6 mM の酪酸

添加によりバイオフィルム形成の上昇が認められた。実

際の口腔の状態により近づけるために、流れのある環境

でこのバイオフィルム形成実験を行った。その結果、6 mM

ではバイオフィルムが形成されず、60 mM の酪酸でバイ

オフィルムが形成された。この理由は、低 pH の環境が必

要であることが考えられた。しかし、塩酸で調整した同

じ低 pH 環境の培地では、バイオフィルムが形成されなか

った。pH7.0 の 60 mM 酪酸ナトリウムを塩酸で pH4.7 に

調節すると、バイオフィルムが形成されるようになった。

よって、流れのある環境における A. naeslundii バイオ

フィルム形成には、酪酸と低 pH.環境が必要であること

が明らかとなった。 

 [泉福英信、荒井俊明、大西 真] 

 

カ マウス口腔におけるCandida albicansのバイオフィ

ルム形成実験 

 ヒト口腔には、年齢ととともに C. albicans の感染が

見られるようになってくる。このC. albicansの出現が、

口腔の健康な微生物叢が破壊されていく指標として考え

られている。高齢者は唾液分泌量が低下していることが

多い。そこで唾液分泌低下モデルである NOD/SCID.e2f- 

マウスに C. albicans を接種して、C. albicans のバイ

オフィルムが形成されるか検討を行った。その結果、バ

イオフィルムは唾液の分泌低下に関係なく C. albicans

の連続接種で形成されるようになること、また約 3 日の

インターバルを置いて連続接種すると著しくバイオフィ

ルムが形成されることが明らかとなった。組織切片で舌

を観察すると、バイオフィルムは形成されているものの、

菌糸形成や組織侵入は認められなかった。C. albicans

の口腔への定着および病原性の発揮に連続接種が必要で

あることが明らかとなった。 

 [泉福英信、木下陽介、大西 真] 

 

2. 歯周病、および歯周病原細菌に関する研究 

(1)  Porphyromonas gingivalis の病原機構に関する研究 

ア 二次元電気泳動による Porphyromonas gingivalis 外膜
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ヴェシクル（OMV）のプロファイリング 

 歯周病原細菌 P. gingivalis の OMVを二次元電気泳動に

より分離した。比較対象に用いた P. gingivalis 由来外膜タ

ンパクは二次元マップ上で大方偏ることなく分布するが、

OMV 由来のスポットは多くが低 pH 領域に分布した。狭

域低 pH 領域のゲルを一次元目で用いると、分解能があ

がり計 52 スポットが LC-MS/MS により同定された。ま

た、ポリプロテインである RgpA や Kgp の各ドメインレ

ベルでの同定が可能となった。[中尾龍馬、白東英、伊藤

昭博（理研）、吉田稔（理研）、泉福英信] 

 

(2)  Porphyromonas gingivalis 感染症予防•治療に関す

る研究 

ア Porphyromonas gingivalis の外膜ヴェシクル（OMV）

のイムノプロテオーム解析 

 P. gingivalis の OMV をマウスに経鼻免疫すると全身に

菌特異的抗体が誘導される。このマウス血清の免疫反応

プロファイルを二次元電気泳動とウエスタンブロットで

明らかにした。調べた 6 つの異なるマウス血清は LPS、

Rgps、Kgp、MfaI 等に反応した。また、免疫マウス血清

を LPS で吸収すると、ウエスタンブロットのシグナルが

著しく減じたことから、LPS 抗体または A-LPS 修飾タン

パクに対する抗体が優勢となっていることが明らかとな

った。[白東英、中尾龍馬、尾花望、泉福英信] 

 

イ 食品由来物質による P. gingivalis に対する生物学的

効果の検討 

 様々な食品由来物質の P. gingivalis の生育やバイオフ

ィルム形成に対する効果を検討した。その結果、カレー

リーフ、プロポリス、イカリソウに増殖抑制効果が認め

られた。特にプロポリスとイカリソウは P. gingivalis に対

して殺菌的に作用し、生育を阻害することが明らかとな

った。さらに、イカリソウについてはバイオフィルム形

成阻害効果もみられた。これら食品由来物質を用いた歯

周病の予防や治療への応用が期待される。[中尾龍馬、吉

益由莉、古川壮一（日本大学）、狩生徹(尚絅大学)、池田

剛(崇城大学)、大西真、泉福英信] 

 

 

3 歯科医療における院内感染対策導入に関する調査 

(1) 歯科医療機関における効果的な院内感染対策の促進

に関する研究 

歯科医療は、患者との近接、唾液血液の飛び散りなどか

ら病原体に曝されるリスクが高いためスタンダードプレ

コーションを徹底して行う必要がある。しかしスタンダ

ードプレコーションの理解率は、低いままである。その

ため、現在までの研究成果により構築された院内感染防

止プログラムをさらに発展いかに普及させていくかが研

究課題である。そこで、院内感染対策を普及するために

どのようなシステム作りをすればよいか検討を行った。

各都道府県の歯科医師会所属院内感染対策普及ならびに

HIV 感染者の歯科治療を行うネットワーク事業の担当者

を集めシンポジウム開催し、相互討論会を開催した。そ

の結果、各地区で行っている事業の成果や研究事業の成

果を合わて討論する機会や連携する機会を増やすことに

より相互間の理解が深まり院内感染対策の普及が進むこ

とが明らかとなった。このような情報を書籍化して発行

する準備を進めている。 

[泉福英信、多田章夫（兵庫大学）] 

 

 

レファレンス業務 

I. 劇症型/重症レンサ球菌感染症に関するレファレンス

業務 

地方衛生研究所および病院から送られた劇症型/重症レ

ンサ球菌感染症患者分離菌株の血清型別、emm 遺伝子の

塩基配列による型別、spe 遺伝子の保有状況等の検査及

び結果および流行状況の報告、および、患者分離株の血

清型別の流行に関する全国集計を行っている。[池辺忠義、

大西真、The Working Group for β-hemolytic Streptococci in 

Japan]  

II. レジオネラ症に関するレファレンス業務 

ア. 菌株の受け入れ 

 平成 25 年度は、臨床分離株 48 株、環境分離株 134 株

の合計 182 株を受け入れた。臨床分離株は、 L. 

pneumophila (Lp) SG1 の 42 株、Lp SG3 の 2 株、Lp SG2

とLp SG12 とLp SG14と L. dumoffiiの各1株であった。

浴槽で溺水 2 事例 4 株（Lp SG1 と L. dumoffii、Lp SG3

と Lp SG14）、冷却塔による院内感染事例 1 株、温泉で集

団感染 1 事例 2 株、高圧洗浄機による感染疑い事例 1 株

を含んだ。Lp の遺伝子型別（SBT）を検査しレファレン

スセンター報告資料を作成した。環境分離株は、Lp SG1

の 55 株、Lp SG3 の 47 株、Lp SG6 の 4 株、Lp SG5 の 2

株、Lp untypable の 2 株、Lp 以外では L. anisa 12 株、L. 

bozemanae 6 株、L. busanensis 3 株、L. sainthelensi と

Legionella spp. 2 株であった。この環境分離株中には、ま

れな環境水等由来株（噴水・修景水 7 株、復水器関連の

拭い 7 株、道路の水溜まり 6 株、シャワー水・拭い 6 株、

水道水及び拭い・ホース拭い 6 株、水槽水 2 株の合計 34

株）、症例調査に関連した株（10 株）を含んだ。なお、
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収集された株は、必ずしも平成 25 年度に分離された株で

はない。［倉 文明、前川純子、大西 真］ 

 

イ.  市販されていないレジオネラ免疫血清の作製と配

布  

 レジオネラ免疫血清ニューモフィラ混合(2~15 群) 、レ

ジオネラ免疫血清ニューモフィラ混合 1 (2, 3, 6, 12, 14

群)、レジオネラ免疫血清ニューモフィラ混合 2 (4, 5, 9, 

10, 15 群)、レジオネラ免疫血清ニューモフィラ混合 3 (7, 

8, 11, 13 群)の 4 種類をデンカ生研に委託して作製し、特

異性を感染研で検査して 6 支部センターに配布した。レ

ジオネラ検査のための混合血清の配布は国内初である。

新たに 1〜15 群を 3 つに分けて検査できるようにした。

ニューモフィラ混合は、L. lansingensis、L. quateriensis、

L. worslensis と交差反応し凝集させた。ニューモフィラ

混合 1 は L. lansingensis を凝集させた。ニューモフィラ

混合 2 は L. quateriensis、L. worslensis を凝集させた。［倉 

文明、前川純子、大西 真］ 

 

品質管理に関する業務 

I. ４価髄膜炎菌ワクチンに関する検定検査業務 

承認前検査の実施、SLP 導入のための書類整備を実施し

た。[川端寛樹、高橋英之] 

II. 梅毒の体外診断薬の承認前検査 
承認前検査を行ったものは１件、化学発光 EIA 法による

もので、標品は規格試験合格となった。 [中山周一] 
 

国際協力関係業務 

Ⅰ．中南米血液スクリーニング講習会 
今年度も JICA 主催の中南米検査関係者等に表記講習会

で梅毒の講義を行った（H26 年 1 月当所）。[中山周一] 
 

研修業務 

I. 平成 25 年度希少感染症診断技術研修会＜その他重要

なトピック＞「EHEC 検査法」 平成 26 年 2 月［石原朋

子］  

II. 地方衛生研究所 北海道・東北・新潟ブロックにお

けるダニ媒介性感染症に関する研修会で新興回帰熱検

査業務に関する講習を行った．平成 25 年 10 月 10-11
日．福島. [川端寛樹] 

III. Ⅲ. レジオネラ属菌に関する講習会 
1. 平成 25 年度生活衛生関係技術担当者研修会（厚生労

働省健康局生活衛生課）で、国際的なレジオネラ症対策

の動向について、都道府県等の公衆浴場等生活衛生関係

技術担当職員等約 300 名に講演した。2014 年 3 月、東京

都［倉 文明］ 

2. レジオネラと環境衛生研修（福岡市保健環境研究所）

で、1 日目レジオネラ症総論、大規模レジオネラ症発生

事例、レジオネラ検査法、レジオネラの衛生管理手法に

ついて講義し、2 日目森本 洋氏（北海道立衛生研究所）

と培養検査法（斜光法）の研修を行なった。衛生研究所、

保健所、衛生薬業センターの職員等が参加した。2 日目

の培養法実習には福岡市、福岡県、北九州市、佐賀県、

長崎県、熊本県市、宮崎県、沖縄県から合計 25 人の参加

登録があった。2014 年 3 月、福岡市。［倉 文明］ 
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	ア.　菌株の受け入れ
	平成25年度は、臨床分離株48株、環境分離株134株の合計182株を受け入れた。臨床分離株は、L. pneumophila (Lp) SG1の42株、Lp SG3の2株、Lp SG2とLp SG12 とLp SG14と L. dumoffiiの各1株であった。浴槽で溺水2事例4株（Lp SG1とL. dumoffii、Lp SG3とLp SG14）、冷却塔による院内感染事例1株、温泉で集団感染1事例2株、高圧洗浄機による感染疑い事例1株を含んだ。Lpの遺伝子型別（SBT）を検査しレファレンスセン...
	Ⅰ．中南米血液スクリーニング講習会

